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渋沢栄一杯経済史・経営史ディベートリーグの取り組み
２勝校として優勝した。惜しくも２勝することはできなかったが，負けて
しまった肯定班の試合も，白熱した議論のもとで，有意義な試合であった
といえる。何よりも，ディベート・リーグ開始当初と比べ，ゼミ生一人ひ
とりが自分の頭で考え，即答する力を身につけてくれたこと，そしてその
うえでの団結力も身につけてくれたことが，大きな収穫であった。
　懇親会において，「奨励賞」として，各ゼミからもっとも活躍したディ
ベーターが一人ずつ選出された。愛知大学石井ゼミからは，否定班の横山
なつ美さんが選出された。
　長いようで短かったこの５カ月間，ゼミ生たちは真剣にディベートに取
り組み，多くのことを学んでくれたように思う。ディベート・リーグ終了
後の今も，石井ゼミ３年生は，身近な話題でのディベート紅白戦にとりく
んでいる。たんに自分たちの調べた知識を発表しあうだけでなく，相手の
提示した議題に対して即座に論理的に切りかえす能力，そして説得的に相
手に伝える能力，グループ全体で一つの議論を作り上げていく能力。ディ
ベートをつうじて得られた力，そして他大学・他ゼミとの交流をつうじて
得られた経験が，のちの生活のなかで何かの役に立つことを願ってやまな
い。
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